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【本日のお話】

Ⅰ ＰＰＰ・ＰＦＩの位置づけ

Ⅱ ＰＦＩの特徴（公共側のメリット）

Ⅲ ＰＦＩ案件への取組みの実践（３つのポイント）

Ⅳ まとめ

①ＰＦＩ案件に取り組む意義・メリット

②ＰＦＩの課題



Ⅰｰ１ ＰＰＰ、ＰＦＩなどの位置づけ

主に独立採算
原則、発注者が委託費
（サービス対価）支払う

PPP=Public Private Partnership

PFI=Private Finance Initiative

BOT=Build-Operate-Transfer
（設計・建設－運営－施設譲渡）

BTO＝Build-Transfer-Operate
（設計・建設－施設譲渡－運営）



Ⅰ-２ ＰＰＰの各方式における業務等の範囲

事業運営まではやらない
（発注者が委託費を支払う）

のうち
BOT,BTO

ＰＦＩ方式
のうち



【ＰＦＩの４つの特徴（主に公共側のメリット）】

✓ 長期一括発注による毎年度の発注事務の軽減

✓ ＶＦＭによる事業費の低減

✓ 公共財の活用、公共施設の利便性向上

✓ 財政支出の平準化



Ⅱ-１ 長期一括契約・性能発注

6

従来の公共事業
地方公共団体等

出所：内閣府「ＰＦＩ推進委員会ホームページ」ほか

業務毎

年度毎
仕様発注

税金
起債
補助金

設計会社

業務発注

建設会社

業務発注

維持管理会社

業務発注

運営会社

業務発注

ＰＦＩ事業
地方公共団体等

金融機関

直接協定
（ダイレクトアグリーメント）

融資
出資者

出資 SPC（特別目的会社）

契約

長期包括契約
性能発注！

設計会社

業務発注

建設会社

業務発注

維持管理会社

業務発注

運営会社

業務発注

設計から運営まで複数業務を包括的に発注⇒発注事務の負担軽減



Ⅱ-２ 事業費の低減 ～従来型とＰＦＩの事業費比較～

↑

ＶＦＭ
↓

従来型 ＰＦＩ

設計費

建設費

維持管理費

運営費

リスク

ＰＦＩによる
総費用

ＰＦＩを実施したほうが有利と見込まれる場合

お金の価値
＝

お買い得

・性能発注による民間の知恵出し効果

・維持管理、運営も視野に入れた施設計画によるＬＣＣの削減効果

【ＶＦＭを生む要因】



Ⅱ-３ ＰＦＩ法の適用による柔軟な対応

地方自治法では原則、行政財産の貸付や目的外使用が禁止

ＰＦＩ法では行政財産の貸付や目的外使用が可能

①公共施設内で民間収益事業が実施しやすい

③公有地について、民間に廉価な貸付も可能

②公共施設と民間所有収益施設の合築も可能

公共側 公共財の活用、利便性の向上

民間側 新たなビジネスチャンスの獲得



施

従来型の 設

支出 建

設

費

維持管理・運営費

期間 準備 サービス提供

施設建設費

ＰＦＩ方式の 維持管理・運営費

支出 税金・金利・配当

Ⅱ-４ 財政支出の平準化

運営・維持管理期間に亘って定額

ある年度に
支出が突出

期間に亘り
平準化払い

サービス購入料

財政支出を平準化できるメリット
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《サービスを一体で買うという発想》

例えば、１泊１万円のホテルに泊まる場合・・・

宿泊費
１万円

運営費
（フロント等）

維持
管理費
（清掃等）

ホテル
建設費

施設利用も含んでホテルサービスを
一体的に買っている

☆ＰＦＩも同じ考え方
→発注者（公共）は、施設と運営・維持管理を

 一体のサービスとして購入 
（これを一般的に「サービス購入料」または

「サービス対価」と呼ぶ）

銀行から借りた建設資金の返済に充当

Ⅱ-５ サービス購入料の考え方
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ＳＰＣ

設計会社 維持管理会社 運営会社

公共（発注者）

建設会社

事業契約

施設整備段階：業務無し

建設会社
運営会社等

出資

配当

金融機関
プロジェクト
ファイナンスローン

・包括契約の主体
・資金調達の主体
・受託会社の倒産隔離的

Ⅱ-6 ＰＦＩにおける施設整備期間中のお金の流れ

ローンを原資に
費用を支払い

施設整備期間中の支払いなし

施設整備段階：業務あり
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ＳＰＣ

設計会社 維持管理会社 運営会社

公共（発注者）

建設会社

事業契約

委託費

建設会社
運営会社等

出資

配当

金融機関
ローン返済

・発注者より運営・維持管理中に支払われるサービス購入料を原資として、ローン
の返済、運営・維持管理企業等への支払いをおこなう。

Ⅱ-7 運営期間中のお金の流れ

サービス購入料
（運営期間に亘り支払）

業務完了・費用受領済み
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基本計画から落札者決定までの一般的な流れ（スケジュール）

基
本
計
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18ヶ月～24ヶ月 4ヶ月～6ヶ月 ２ヶ月～３ヶ月

■出件はＰＦＩ法の定めに基づきおこなわれる。

24ヶ月～33ヶ月



ポイント１：ＰＦＩ案件情報の収集

１ どういったPFI案件が計画されているかの情報収集

・PPPプラットフォームへの参加

・地元金融機関様からの情報

・建設業界誌の記事 など

・九州PPPセンター様のHP

・自治体様公表のショートリスト、ロングリストの確認

【情報源】



２ どういう目的の事業か、どういう仕事なのかを正しく理解

【福岡市美術館の例】

美術館の主な仕事

・美術品の収集、保存 ・広報
・展示の企画 ・展示室監視、受付など
・美術館全体の施策立案、経営 ・維持管理
・その他、学芸員としての業務 ・飲食、ショップ運営

「市」がおこなう仕事 「民間」がおこなう仕事

事業の目的、民間に求められている役割を見誤らないことが大切

「要求水準書」に示される

ポイント１：ＰＦＩ案件情報の収集
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設計会社 維持管理会社 運営会社

公共（発注者）

建設会社

☆入札は異業種連合チーム
（コンソーシアム）で参加申請

（※ＳＰＣは応札時は存在せず。落札後に設立）

入札時点における公共（発注者）と各企業との関係

全体を取りまとめる
「代表企業（マネジメント企業）」

が必要

異業種連合チームを組成！



ポイント２：どういう立場で誰と組むか

１ 自社が代表企業になるか

・代表企業＝コンソーシアムの代表

地元、地元以外を問わず代表企業実績のある企業へコンタクト

全国企業と地元企業とのコラボレーション

⇒入札手続き、提案書の取りまとめなど、応募に向けた全体推進

２ 構成企業になるか
⇒まとめる人、束ねる人をどうするか（＝代表企業をどうするか）

⇒代表企業側も組む相手を探している

※金融機関様の仲介、ご紹介など



地元企業なくして各地域のＰＦＩ案件は成立しない

地元企業の重要性

・地方自治体発注のPFI案件の財源は、その自治体の税金

⇒地元にお金が落ちるべき

・地域のことは地元企業が一番よくわかっている

⇒地元地域をよく理解した提案ができる

地元企業だけでは賄えない部分を全国企業が補う

なぜ、PFI案件において地元企業が重要なのか



ポイント３：提案書の作成①

ＰＦＩのコンペは価格より提案重視（価格点＜提案点）

単なる金額勝負のコンペではない

✓ 価格点200点、提案点800点（合計1000点）

【福岡市美術館の場合】



ポイント３：提案書の作成②～提案書完成までの流れ～

①発注者ニーズ、要求水準の読み解き

②上記①を踏まえた全体取組み方針の考察

③上記②を踏まえた各業務の提案骨子の考察

④提案書ドラフト作成

⑤他業務との整合および調整・提案書ブラッシュアップ

提案書完成



ポイント３：提案書の作成③～提案書作成における主な課題～

➢ 案件によっては枚数が多い！

➢ 他業務との整合や調整が必要で大変！

➢ 外注費も発生する。

マンパワー、提案書作成コストがかかる！



ＰＦＩ案件に取り組む民間事業者側の意義と主なメリット

✓ 新たなビジネス機会の獲得

✓ 価格以外の要素による事業獲得（「提案点＞価格点」案件）

✓ 長期のビジネスの獲得（主に運営、維持管理業務）

✓ 異業種連合による企業ネットワークの拡大

◆発注形態の多様化への対応

＝発注形態の変更（一般委託⇒PFI）による事業機会を失わない

１ 取り組む意義

２ 取組みによる主なメリット

＝公共施設における民間収益事業など

＝単年や数年おきの入札競争が不要となり、収益を安定化できる

＝自社のノウハウや技術の強みを生かせる

＝県外企業も含め、新たな取引に繋がる



ＰＦＩの課題

✓ 発注までに要する期間が長い

✓ 提案にかかるマンパワー、コストが大きい

✓ 長期事業の将来変化に対する対応が難しい
（10年先はわからない）

✓ 官民の担当者変更による、ＰＦＩの正しい理解や認識の不足

一部、見直しされてきてはいるが、引き続き見直しが必要

PFIをより良いものとするため
各地域のPPP協会等が連携し意見具申や提案が必要
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